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研究成果の概要：  
 この研究はヒト骨髄間葉系幹細胞の寿命を腫瘍化させずに延長させる実験系でコアとなって

いるヒトパピローマウイルスを使って行った。今回の研究において、臍帯血からの間葉系細胞

の strain の樹立さらに寿命を延長することに成功し、それぞれの細胞の特徴性格づけも行った。

さらに月経血からの間葉系細胞の骨格筋への高率な分化誘導にも成功した。この技術はヒト正

常体細胞を用いた将来の細胞移植治療の応用の際に大きな利益をもたらすと考える。 
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１．研究開始当初の背景 
 増殖の機能を失った組織あるいは器官を
細胞移植によって修復しようとする再生医
学にとって細胞数の確保は必要不可欠であ
る。比較的細胞を増やすことが容易とされて
いる骨髄間質細胞や神経幹細胞においても、
ある分裂回数の後に増殖を止めてしまうた
め、将来における移植医療でのドナーの細胞
数不足が危惧されている。 
 
２．研究の目的 
 細胞治療に用いる臨床応用可能な細胞の
ソースの開発が目的である。これは正常な細

胞が正常なまま機能を損なうことなく、安定
で安全な細胞を医療の現場に必要十分量が
供給されることを目指すことを意味してい
る。 
 
３．研究の方法 
 ヒトパピローマウイルスの構造遺伝子で
ある E6 遺伝子、E7 遺伝子、ヒトテロメラー
ゼ逆転写酵素（hTERT）をウイルスベクター、
PTD タンパク、RNA 干渉法などを用いて将来
の再生医療のヒト細胞ソースである多分化
能を有するヒト由来の間葉系幹細胞や実質
臓器を構成するヒト体細胞の機能を損なわ
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ずに寿命延長させる。 
 
４．研究成果 
 臍帯血からの間葉系細胞の strain の樹立
さらに寿命を延長することに成功し、それぞ
れの細胞の特徴性格づけも行った。さらに月
経血からの間葉系細胞の骨格筋への高率な
分化誘導にも成功した。この技術はヒト正常
体細胞を用いた将来の細胞移植治療の応用
の際に大きな利益をもたらすと考える。 
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